
【 長 楽 用 水 ( 長 楽 頭 首 工 ) 】

用 水 位 置 図

用水の始まりは、遠く足利時代から取水を始め徳川時代で改良整備が進んだと言われてい
る。M40からの川島領内耕地整理事業により堰は改築され、S30には災害復旧により全面改築
された。その後、県営ため池等整備事業長楽地区(S56-59)により堰体等を改修し、県営かん
がい排水事業川島北部地区(S55-H12)により揚水機場を新設、パイプライン整備し現在に至
る。
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